
     

第
二
百
四
回
国
会
に
お
け
る
麻
生
財
務
大
臣
の
財
政
演
説 

    

令
和
三
年
一
月
十
八
日 



 

令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算
及
び
令
和
三
年
度
予
算
の
御
審
議
に
当
た
り
、
財
政
政
策
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
所

信
を
申
し
述
べ
ま
す
と
と
も
に
、
予
算
の
大
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

（
日
本
経
済
の
現
状
と
財
政
政
策
の
基
本
的
な
考
え
方
） 

日
本
経
済
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

令
和
二
年
度
第
一
次
補
正
予
算
及
び
第
二
次
補
正
予
算
の
政
策
効
果
等
も
あ
り
、
持
ち
直
し
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
内
外
経
済
を
下
振
れ
さ
せ
る
リ
ス
ク
に
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
昨
年
十
二
月
八
日
に
、「
国
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
安
心
と
希
望
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
」
を

閣
議
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
総
合
経
済
対
策
を
通
じ
て
、
雇
用
と
事
業
を
支
え
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・
好
循
環
の
実
現
を
図
り
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

先
般
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
感
染
状
況
や
経
済
・
国
民

生
活
へ
の
影
響
を
注
意
深
く
見
極
め
、
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備
費
を
含
め
た
累
次
の
補
正
予
算
、

令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算
及
び
令
和
三
年
度
予
算
の
着
実
な
執
行
に
よ
り
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。 



 

日
本
の
財
政
は
、
少
子
高
齢
化
に
伴
う
構
造
的
な
課
題
に
も
直
面
し
て
お
り
ま
す
。「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二

〇
二
〇
」
等
を
踏
ま
え
、
二
〇
二
五
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
目
標
等
の
達
成
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
こ

れ
ま
で
の
歳
出
改
革
の
取
組
を
継
続
し
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

（
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算
の
大
要
） 

次
に
、
総
合
経
済
対
策
の
実
行
等
の
た
め
に
今
国
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算
の
大
要
に
つ
い

て
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

一
般
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
歳
出
面
に
お
い
て
、
総
合
経
済
対
策
に
基
づ
き
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
策
」
に
係
る
経
費
に
約
四
兆
三
千
六
百
億
円
、「
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・
好
循
環
の
実
現
」
に
係
る
経

費
に
約
十
一
兆
六
千
八
百
億
円
、「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
推
進
な
ど
安
全
・
安
心
の
確
保
」
に
係
る
経
費
に
約
三
兆
千

四
百
億
円
の
合
計
約
十
九
兆
千
八
百
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
国
税
の
減
収
に
伴
う
地
方
交
付
税
交
付
金
原
資
の
減
額
の
補
塡
等
を
行
う
と
と
も
に
、
既
定
経
費
の
減
額
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

歳
入
面
に
お
い
て
は
、
租
税
等
の
収
入
に
つ
い
て
、
最
近
ま
で
の
収
入
実
績
や
企
業
収
益
の
動
向
等
を
勘
案
し
て
約
八
兆
三



 

千
九
百
億
円
の
減
収
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
税
外
収
入
に
つ
い
て
、
約
七
千
三
百
億
円
の
増
収
を
見
込
む
ほ
か
、
前

年
度
剰
余
金
約
六
千
九
百
億
円
を
計
上
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

以
上
に
よ
っ
て
な
お
不
足
す
る
歳
入
に
つ
い
て
、
公
債
を
約
二
十
二
兆
四
千
億
円
発
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
剰
余
金
の
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
、
所
要
の
法
律
案
を
提
出
し
、
御
審
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。 

こ
の
結
果
、
令
和
二
年
度
一
般
会
計
第
三
次
補
正
後
予
算
の
総
額
は
、
一
般
会
計
第
二
次
補
正
後
予
算
に
対
し
て
歳
入
歳
出

と
も
に
約
十
五
兆
四
千
三
百
億
円
増
加
し
、
約
百
七
十
五
兆
六
千
九
百
億
円
と
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
特
別
会
計
予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
、
所
要
の
補
正
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
経
済
対
策
を
踏
ま
え
、
現
下
の
低
金
利
状
況
を
活
か
し
て
、
生
産
性
向
上
や
防

災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
社
会
・
経
済
構
造
変
化
に
対
応
し
た
民
間
投

資
を
促
進
す
る
た
め
、
約
一
兆
四
千
三
百
億
円
を
追
加
し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

（
令
和
三
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
の
大
要
） 

続
い
て
、
令
和
三
年
度
予
算
及
び
税
制
改
正
の
大
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

 



 

令
和
三
年
度
予
算
は
、
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算
と
合
わ
せ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る

国
民
の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
、
感
染
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
将
来
を
切
り
拓
く
た
め
、
中
長
期
的
な
課
題
を

見
据
え
て
着
実
に
対
応
を
進
め
て
い
く
予
算
と
し
て
お
り
ま
す
。 

具
体
的
に
は
、
感
染
症
危
機
管
理
体
制
や
保
健
所
体
制
の
整
備
等
に
よ
っ
て
感
染
拡
大
防
止
に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
予

期
せ
ぬ
状
況
変
化
へ
の
備
え
と
し
て
、
五
兆
円
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
予
備
費
を
措
置
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
・
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
や
、
全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築
な
ど
、
中
長
期
的
な
課
題
に
も
し

っ
か
り
対
応
す
る
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。 

同
時
に
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り
見
直
し
を
行
い
、
一
般
歳
出
等
に
つ
い
て
、「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
」
の
目
安
を
達
成
す

る
な
ど
、
歳
出
改
革
の
取
組
を
継
続
し
て
お
り
ま
す
。 

 

一
般
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
約
六
十
六
兆
九
千
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
に
地
方
交
付
税
交
付
金
等
約
十
五
兆
九
千
五
百
億
円

及
び
国
債
費
約
二
十
三
兆
七
千
六
百
億
円
を
加
え
た
一
般
会
計
総
額
は
、
約
百
六
兆
六
千
百
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

一
方
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
租
税
等
の
収
入
は
、
約
五
十
七
兆
四
千
五
百
億
円
、
そ
の
他
収
入
は
、
約
五
兆
五
千
六
百

億
円
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
公
債
金
は
、 

約
四
十
三
兆
六
千
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 



 

な
お
、
特
例
公
債
の
発
行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
途
、
所
要
の
法
律
案
を
提
出
し
、
御
審
議
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。 

 

次
に
、
主
要
な
経
費
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。 

 

社
会
保
障
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
の
処
遇
改
善
に
も
配
慮
し
た
介
護
報
酬
改
定
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改

定
の
実
施
に
必
要
な
経
費
を
確
保
し
つ
つ
、
毎
年
薬
価
改
定
の
実
現
等
、
様
々
な
歳
出
抑
制
努
力
を
積
み
重
ね
た
結
果
、
実
質

的
な
伸
び
を
「
高
齢
化
に
よ
る
増
加
分
に
お
さ
め
る
」
と
い
う
方
針
を
達
成
し
て
お
り
ま
す
。 

 

文
教
及
び
科
学
振
興
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
小
学
校
三
十
五
人
以
下
学
級
の
実
施
に
向
け
て
必
要
な
教
職
員
定
数
の
措
置
及

び
合
理
化
等
を
図
る
ほ
か
、
大
学
改
革
、
安
全
・
安
心
な
学
校
の
施
設
整
備
等
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
科
学
技
術
基
盤
を
充

実
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

地
方
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
税
及
び
地
方
税
の
税
収
の
落
ち
込
み
に
対
し
、
地
方
の
一
般
財
源
総
額
を
適
切
に
確
保
し
、

地
方
に
最
大
限
配
慮
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 



 

 
防
衛
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
保
障
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
調
達
の

効
率
化
を
徹
底
し
つ
つ
、
宇
宙
や
サ
イ
バ
ー
と
い
っ
た
新
領
域
を
含
め
防
衛
力
を
着
実
に
強
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

公
共
事
業
関
係
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
が
一
体
と
な
っ
た
防
災
・
減
災
対
策
と
維
持
更
新
コ
ス
ト
の
増
加

抑
制
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
国
土
強
靱
化
の
取
組
へ
の
重
点
化
を
図
る
ほ
か
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
を

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

経
済
協
力
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
国
際
的
な
収
束
に
向
け
、
保
健
分
野
で
の
途
上
国
支
援

を
強
化
し
つ
つ
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
予
算
・
事
業
量
と
も
に
必
要
な
額
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

中
小
企
業
対
策
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
産
性
向
上
を
促
進
す
る
た
め
の
設
備
投
資
や
、
事
業
再
生
・
事
業
承
継
に
対
す
る

支
援
を
充
実
す
る
ほ
か
、
資
金
繰
り
対
策
に
も
万
全
を
期
す
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
や
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
、



 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
脱
炭
素
化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
災
害
等
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
網
の
整
備
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。 

 

農
林
水
産
関
係
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
林
水
産
物
・
食
品
の
輸
出
拡
大
、
農
業
経
営
の
生
産
性
向
上
を
進
め
る
ほ
か
、

グ
リ
ー
ン
社
会
実
現
に
向
け
た
森
林
資
源
管
理
や
、
改
正
漁
業
法
を
踏
ま
え
た
適
切
な
水
産
資
源
管
理
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
二
期
復
興
・
創
生
期
間
の
初
年
度
に
お
い
て
復
興
の
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ

た
き
め
細
や
か
な
取
組
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
、
令
和
三
年
度
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
の
総
額
を
約
九
千
三
百
億
円

と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

令
和
三
年
度
財
政
投
融
資
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
企
業
・
事
業
者
及
び

地
方
公
共
団
体
へ
の
強
力
な
支
援
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
大
胆
な
加
速
と
事
業
再
生
・
構
造
転
換
、
低
金
利
を
活
用
し
た
、
生

産
性
向
上
や
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
等
に
つ
な
が
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
加
速
等
の
た
め
、
総
額
約
四
十
兆
九
千
百
億
円
と

し
て
お
り
ま
す
。 



 

 
国
債
管
理
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
借
換
債
を
含
む
国
債
発
行
総
額
が
約
二
百
三
十
六
兆
円
と
、
過
去
に
類
の
な
い
規
模
と

な
る
中
で
、
引
き
続
き
市
場
と
の
緊
密
な
対
話
に
基
づ
き
安
定
的
な
国
債
発
行
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

令
和
三
年
度
税
制
改
正
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転
換
・
好
循
環
の
実
現
を
図
る
た
め
、

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
及
び
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
投
資
を
促
進
す
る
措
置
を
創
設

す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
投
資
等
を
行
う
企
業
に
対
す
る
繰
越
欠
損
金
の
控
除
上
限
の
特
例
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
経
営
資
源
の
集
約
化
に
よ
る
事
業
再
構
築
等
を
促
す
措
置
を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
家
計
の
暮
ら
し
と
民
需
を
下
支
え
す
る
た
め
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
特
例
の
延
長
等
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
ほ
か
、
日
本
の
金
融
資
本
市
場
を
国
際
金
融
セ
ン
タ
ー
の
一
つ
と
し
て
発
展
さ
せ
、
海
外
か
ら
金
融
事
業
者
・
高
度
人

材
を
呼
び
込
む
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
す
。
政
府
一
体
と
な
っ
て
こ
の
課
題
に
取
り
組
み
、
所
要
の
税
制
上
の
措
置
を
講
ず

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

（
む
す
び
） 

以
上
、
財
政
政
策
の
基
本
的
な
考
え
方
と
、
令
和
二
年
度
第
三
次
補
正
予
算
及
び
令
和
三
年
度
予
算
の
大
要
に
つ
い
て
御
説



 

明
申
し
上
げ
ま
し
た
。 

次
の
世
代
に
未
来
を
つ
な
い
で
い
く
た
め
に
は
、
今
回
の
危
機
を
乗
り
越
え
る
と
と
も
に
、
構
造
的
な
課
題
に
着
実
に
取
り

組
む
こ
と
で
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
両
立
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
予
算
及
び
関
連

法
案
の
一
刻
も
早
い
成
立
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。 

何
と
ぞ
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
財
政
政
策
に
つ
い
て
、
国
民
の
皆
様
及
び
議
員
各
位
の
御

理
解
と
御
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 


